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研究成果の概要（和文）：本研究は、現在の北部・中部ベトナムに分布する、タンロン（ハノイ）

以下の王朝時代の権力拠点について、文献研究と現地踏査を通じて、立地や諸機能の配置を検

討したもので、各時期のタンロンの空間的分節化や首都機能の城外における広がりについて、

中国など近隣諸国の都城の新研究を参考にしながら新しい理解を提出したほか、チャンパーの

都邑、大越の副都や地方の重要な拠点などに関しても、多くの新情報・新資料を収集した。 
 
研究成果の概要（英文）：We studied the location and functions of medieval and early modern 
power centers in present-day northern and central Vietnam, the most important center 
being Thang Long (Hanoi). For each center, we made literary research and field surveys. 
Referring recent research of Chinese and other East/Southeast Asian capitals, we 
proposed a number of new understandings of the spatial segmentations and the disposition 
of functions outside the citadel wall of Thang Long. Besides, we collected abundant 
materials and information of other power centers, including those of Champa. 
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１． 研究開始当初の背景 
(1)桃木・八尾・嶋尾らのベトナム王朝権力
の研究、(2)桜井由躬雄がリードし本研究の
メンバーの多くが参加したバッコック村調
査に代表される農村歴史調査、 (3)山形らの
チャーキウ調査やベトナム側のタンロン（ハ
ノイ）皇城遺跡発掘など、考古学と都市研究
の発展、等々で積み重ねられた実績をもとに、
本研究は発案された。 
 

２．研究の目的 
本研究は、10 世紀前後から 19 世紀前半まで
の「独立王朝期」ベトナムにおける権力構造
の歴史的変遷を研究する取り組みの一環と
して、狭義の都市以外も含む支配拠点の立地
や拠点の支える諸機能の空間配置（都市の場
合も城壁内だけに局限されない）という未開
拓の領域の解明を試みた。 
 
３．研究の方法 
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文献・地図研究と現地調査を通じた事例研究
を、北部・中部のそれぞれで実施した。北部
では中世（10～14 世紀）と近世（15～19 世
紀）、中部ではチャンパー時代（14 世紀以前）
と大越時代（おおむね 15 世紀以降）に時代
を分けて、それぞれ検討をおこなった。研究
に際して、都市史と農村史の架橋、東アジ
ア・東南アジアの都城・都市研究の成果の応
用などに配慮した。 
 
４．研究成果 
(1)本研究では、代表・分担者ほかが合計 11
次の現地調査をおこない、タンロン（ハノイ）
や西都（胡朝城）、フエのような本格的な都
城に加えて、10 世紀のホアルーや 16～17 世
紀広南阮氏の諸営のような軍事政権の中心、
李朝の天徳府（バクニン省）、陳朝の天長府
（ナムディン省）、黎朝の藍京（タインホア
省）などの副都、それにゲアン省のラムタイ
ン、バクザン省の諒州申氏の館跡など若干の
地域の地方城郭や地方豪族拠点を調査し、そ
れぞれの立地や現在の調査・保存状況など多
くの貴重な資料・情報を収集した。 
 
(2)タンロンについて、桃木・八尾の論文な
どのかたちで、ベトナムの学界とは違った新
しい論点・仮説を提出した。たとえば①李朝
の宮禁空間は 1010 年に築かれた「昇竜城」
の範囲より狭く、したがって黎朝の宮城より
狭い。②李朝で宮禁空間から截然と分離して
いない行政空間は、黎朝でもなお狭い、③行
政・宗教・宴遊空間まで囲む「昇竜城」（竜
城）ないし「皇城」は、他の城壁より高く堅
固で、陳朝初期までに西方に拡張されている。
④「昇竜城」の外側（城外）は、李朝初期に
土城（大羅城）で囲まれ、「昇竜京」には含
まれたが、それが唐宋のモデルに従い「京城」
の内部と観念されたのは、おそらく陳朝以降
である。⑤李陳朝の隷属民村落群、黎朝の屯
田所など、大羅城よりさらに外側に都城と皇
帝権力の維持にとって重要な村落群が配置
されており、都城機能を考えるにはここまで
視野に入れる必要がある、などが主なもので
ある。これらの成果や、豊田の中国・日本都
城に関する最新のまとめは、ベトナム側でも
歓迎され、2010 年のタンロン 1000 年祭に向
けたいくつかの論集や、2010 年 10 月の 1000
年祭記念国際シンポジウムなどでの、ファ
ン・フイ・レー教授を筆頭とする歴史研究者
の議論にも取り入れられている。 
 
(3)山形は長年の中部の調査を続行し、チャ
ーキュウ以外にティナイなどビンディンの
チャンパー城市をはじめ、各地の遺跡・遺物
を調査した。その新知見を論文などのかたち
で次々発表している。 
 

(4)研究成果の一部は、2008 年 12 月の第 3回
ベトナム学国際会議（ハノイ）、2009 年５月
の第 1回アジア世界史会議（大阪）などで報
告・討論された。 
 
(5)本研究には、ベトナム史専攻のポスド
ク・大学院生を研究協力者・調査補助要員と
して参加させただけでなく、豊田裕章（国際
日本文化研究センター共同研究員、古代中
国・日本の都城）、河上麻由子（日本学術振
興会特別研究員 PD、中国皇帝権と周辺諸国と
の関係）、内野花（大阪大学特任講師、東ア
ジア文化交流史）などもともと別の専門領域
をもつポスドク研究者を研究協力者として
調査・研究に参加させ、いわば副専攻的にベ
トナム史を研究させようと試みた。そこから
本人たちの新しい研究や、ベトナム専門家と
の共同研究が生まれつつあり、個人の専門性
にこだわりすぎる日本の学界のありかたに
一石を投じる効果があったと考えている。 
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